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　政府が進める社会保障「改革」と集団
的自衛権問題について学ぼうと、協会は
サマーセミナーを８月31日にＭ＆Ｄホー
ルで開いた。金沢大学大学院教授の横山
壽一氏が「安倍政権の成長戦略と医療の
営利化」、沖縄国際大学大学院教授の前
泊博盛氏が「集団的自衛権と日本の針
路」、副理事長の戸井逸美氏が「社会保
障『改革』と歯科医療クライシス」と題
して講演した。参加は、午前・午後合わ
せて延べ126人。

　

安
倍
政
権
の
基
本
方
針

は
、「
成
長
戦
略
」
で
市
場
を

拡
大
し
経
済
再
生
を
図
る
と

　

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容

認
と
一
体
で
進
む
安
倍
政
権

の
「
地
球
儀
外
交
」
は
、
軍

い
う
も
の
だ
。
命
運
を
握
る

「
成
長
戦
略
」
の
柱
は
、
健

康
・
医
療
の
産
業
化
だ
。
社

事
同
盟
国
を
増
や
そ
う
と
す

る
も
の
で
、
冷
戦
の
遺
物
の

よ
う
な
外
交
政
策
で
あ
る
。

会
保
障
費
を
徹
底
的
に
削
減

し
、
公
的
部
門
を
民
間
に
委

ね
、
市
場
づ
く
り
を
狙
う
。

　

産
業
化
の
中
心
は
、
①
食

や
医
薬
品
、
運
動
や
検
査
な

ど
の
市
場
育
成
②
国
際
展
開

す
る
医
薬
品
・
医
療
機
器
の

開
発
③
地
域
で
医
療
・
介
護

・
生
活
支
援
を
民
間
ベ
ー
ス

で
提
供
―
―
の
三
つ
。
そ
の

具
体
策
と
し
て
、
非
営
利
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー

型
法
人
や
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業

支
援
フ
ァ
ン
ド
、
患
者
申
出

療
養
の
創
設
を
進
め
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
医
療
「
改

革
」と
異
な
る
の
は
、か
つ
て

な
い
ほ
ど
ビ
ジ
ネ
ス
に
純
化

し
た
点
だ
。
国
民
の
利
益
は

沖
縄
に
は
日
本
の
米
軍
基
地

の
75
％
が
集
中
す
る
。
集
団

的
自
衛
権
で
真
っ
先
に
攻
撃

さ
れ
る
の
が
沖
縄
で
あ
る
。

　

マ
ス
コ
ミ
が
流
す
〝
中
国

脅
威
論
〞
や
、
中
国
と
米
国

の
ど
ち
ら
と
友
好
に
す
べ
き

か
と
い
っ
た
事
実
に
基
づ
か

な
い
論
調
に
は
注
意
が
必
要

だ
。
２
０
１
３
年
度
、
中

国
、
米
国
に
対
す
る
輸
出
入

額
は
そ
れ
ぞ
れ
31
兆
、
20
兆

円
で
あ
る
。
中
・
米
の
ど
ち

ら
も
取
る
の
が
貿
易
国
日
本

の
進
む
道
で
あ
る
。
二
者
択

一
で
は
、
日
本
経
済
は
成
り

た
た
な
い
。

　

経
済
的
な
安
全
保
障
が
重

要
性
を
増
し
て
い
る
時
代

　

安
倍
政
権
の
社
会
保
障

「
改
革
」
が
、
皆
保
険
制
度

の
放
棄
に
つ
な
が
る
段
階
に

入
っ
て
き
た
。
そ
の
一
つ
が

「
患
者
申
し
出
療
養
」
だ
。

事
実
上
の
混
合
診
療
で
あ

り
、
必
要
な
医
療
は
保
険
で

受
け
ら
れ
る
公
的
医
療
制
度

を
根
本
か
ら
壊
す
も
の
だ
。

　

政
府
は
「
患
者
申
し
出
療

養
」
の
「
安
全
性
を
確
保
す

る
」と
説
明
す
る
。
し
か
し
、

規
制
改
革
会
議
は
「
実
施
に

伴
う
重
篤
な
有
害
事
象
に
つ

い
て
も
報
告
を
求
め
る
」
と

危
険
性
を
自
認
。そ
れ
で
も
、

新
た
な
も
う
け
口
を
つ
く
る

た
め
に
強
行
し
て
い
る
。

る
。
労
働
時
間
や
賃
金
、
心

の
余
裕
な
ど
、
生
活
水
準
や

将
来
不
安
が
受
診
行
動
を
大

き
く
左
右
す
る
か
ら
だ
。
戦

後
69
年
に
わ
た
っ
て
平
和
が

守
ら
れ
、
社
会
保
障
が
築
か

れ
、
歯
科
医
療
を
享
受
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か

　

皆
保
険
制
度
の
下
で
、
医

療
は
貧
富
の
差
な
く
国
民
の

生
命
と
健
康
を
守
っ
て
き

た
。
今
、
政
府
は
医
療
を
企

業
な
ど
の
金
も
う
け
の
対
象

に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

「
自
助
・
自
立
」
と
い
う
言

葉
は
個
人
が
考
え
る
も
の

法
の
成
立
や
集
団
的
自
衛
権

の
閣
議
決
定
容
認
と
共
に
、

日
本
の
国
の
形
が
大
き
く
変

え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
憲
法
９

条
と
25
条
に
焦
点
を
当
て
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い

き
た
い
。

で
、
国
策
と
し
て
押
し
付
け

る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

　

公
的
医
療
を
縮
小
し
、
私

た
ち
の
税
金
を
医
療
・
介
護

に
は
回
さ
な
い
と
い
う
政
府

方
針
は
、
保
育
・
教
育
・
年

金
な
ど
あ
ら
ゆ
る
社
会
保
障

へ
の
基
本
姿
勢
だ
。
国
民
に

し
、
平
和
や
国
民
生
活
が
危

機
に
さ
ら
さ
れ
れ
ば
、
瞬
く

間
に
歯
科
医
療
が
衰
退
す
る

こ
と
を
肝
に
銘
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ま
さ
に
「
炭
鉱

の
カ
ナ
リ
ア
」
だ
。

　

歯
科
医
療
は

国
民
の
幸
福
度

を
測
る
バ
ロ
メ

ー
タ
ー
と
い
え

対
す
る
責
任
を

放
棄
す
る
も
の

に
他
な
ら
な

い
。
秘
密
保
護

視
野
の
外
に
な
っ
て
い
る
。

　

最
優
先
課
題
の
混
合
診
療

は
、「
患
者
申
し
出
療
養
」

で
「
原
則
解
禁
」
に
舵
を
切

る
。
患
者
選
択
で
混
合
診
療

を
認
め
る
こ
と
か
ら
、
安
全

性
や
有
効
性
の
あ
る
医
療
は

保
険
導
入
す
る
と
い
う
皆
保

険
制
度
を
突
き
崩
し
、
自
己

責
任
の
医
療
に
道
を
開
く
。

　

成
長
戦
略
に
対
抗
す
る
に

は
、
健
康
・
医
療
の
公
共
性

と
公
益
性
を
示
し
、
自
己
責

任
論
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
市
場
へ
の
依
存
・

営
利
対
象
で
は
国
民
の
生
存

権
を
保
障
で
き
な
い
。今
後
、

具
体
化
が
進
む
地
域
包
括
ケ

ア
で
は
、
医
療
・
福
祉
・
介

護
の
削
減
か
拡
充
か
が
問
わ

れ
る
。
人
権
と
し
て
の
地
域

包
括
ケ
ア
の
確
立
を
迫
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

だ
。
ア
ジ
ア
で
も
Ｅ
Ｕ
の
よ

う
な
共
同
体
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
Ｅ
Ｕ
成
立
後
、
加
盟

国
は
軍
事
力
を
半
減
し
た
。

　

日
本
は
米
国
と
の
同
盟
関

係
の
み
を
重
視
し
て
い
る
時

代
で
は
な
い
。
外
交
大
国
を

目
指
す
べ
き
だ
。
外
交
官
の

数
は
、
日
本
４
８
０
０
人
、

中
国
７
０
０
０
人
、
米
国
２

万
２
０
０
０
人
。
外
交
官
を

増
や
し
、
ト
ラ
ブ
ル
を
対
等

な
関
係
で
解
決
す
る
外
交
力

が
求
め
ら
れ
る
。

　

沖
縄
知
事
選
挙
は
保
革
を

超
え
た
共
同
が
広
が
っ
て
い

る
。
背
景
に
は
、
県
民
の
声

を
無
視
し
た
新
基
地
建
設
や

戦
争
す
る
国
に
な
ろ
う
と
し

て
い
る
危
う
い
現
状
が
あ

る
。
日
本
国
憲
法
の
価
値
を

生
か
し
た
、
外
交
力
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　

財
界
主
導
の
社
会
保
障

「
改
革
」
の
基
本
姿
勢
は
、

①
自
然
増
も
含
め
て
聖
域
な

く
削
減
②
医
療
費
の
効
率
化

・
適
正
化
の
徹
底
―
―
だ
。

さ
ら
に
医
療
営
利
化
を
狙
っ

て
い
る
。

　

こ
の
「
改
革
」
は
歯
科
医

療
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

す
。
①
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
を

使
っ
た
保
険
者
に
よ
る
事
前

審
査
②
非
営
利
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
に
よ
る
医

療
・
介
護
へ
の
参
入
③
国
民

負
担
増
に
よ
る
受
診
抑
制
④

保
険
範
囲
の
縮
小
と
低
診
療

報
酬
―
―
な
ど
を
引
き
起
こ

す
。
歯
科
受
診
で
き
な
い
患

者
が
増
加
し
、
医
院
経
営
は

成
り
立
た
な
く
な
る
。

　

政
治
転
換
の
チ
ャ
ン
ス
は

選
挙
だ
。
秋
に
は
沖
縄
・
福

島
県
知
事
選
、
来
春
に
は
統

一
地
方
選
が
あ
る
。
社
会
保

障
の
拡
充
に
向
け
て
、
今
こ

そ
大
き
く
声
を
上
げ
よ
う
。

憲
法
９
条
と
25
条
に
焦
点

国
民
の
利
益
は
視
野
の
外
に

日
米
同
盟
よ
り
外
交
力
必
要

政策部報告小
澤
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
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皆保険を放棄する「改革」
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